
2026 年 10 月 30 日 

青森放送株式会社 

AM局の運用休止に関する報告 

 

 青森放送は、ラジオ放送の FM転換に向け、総務省の「AM局の運用休止に係る特

例措置」の適用を受けて、2026 年 1月 18 日から順次AMラジオ局全 6局の電波を停

止しました。アンケート調査等により影響を検証しましたので、結果について報告し

ます。 

 AMの運用休止にあたり、2025 年 9 月以降、ラジオとテレビによる告知スポットの

放送や、ラジオとテレビ番組内での告知、ホームページやアプリ、新聞広告への掲

載、周知リーフレットの本社支社支局への備え置き、市町村広報誌への掲載など、

様々な媒体を活用した広報に努め、ワイド FM対応ポケットラジオのプレゼントキャ

ンペーンも展開しました。また、問い合わせ窓口を設置して、電話やホームページの

問い合わせフォームに寄せられるご質問等に対応しました。 

なお、影響を引き続き検証するため、AMラジオ局 6局は、2028 年 10 月 31 日まで

運用休止を延長いたします。 

 

 

 

 

 

問 1 お住まいの市町村 

 

   

   

   

    

  
  

          
                                    

 

  

   

   

   

   

   

   

【調査概要】 

放送区域内にお住まいの方を対象にアンケート調査を実施しました。 

実施時期：2026 年 7 月 27 日～8月 30 日 

実施方法：当社ホームページ、アプリより入力フォームへリンク 

回 答 数 ：1,296 件 



問 2 AMラジオ放送を聴く頻度をお知らせください。 

 

問 3 AM局が運用休止したことについて知っていますか。 

 

問 4 （問 3で休止を知っていると答えた場合）AM局の運用休止を知るきっかけと

なった情報源について全てお知らせください。【複数選択可】 

 

①RABのラジオ放送 ②RABのホームページ ③新聞 ④SNS 

⑤RABの各事務所への備置き書面 ⑥自治体の広報誌 ⑦その他 
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⑦その他（→自由記述） 

     ・テレビ、CM 等 

 

問 5 RABの AMラジオ局の運用休止で不便はありましたか。 

 

 
 

問 6 （問 5で不便ありと答えた場合）不便があった理由をお知らせください。 

【複数選択可】  

 
①FMラジオで聴くことができなかったから 

②radiko で聴くことはできたが、低音質や遅延を感じたから 

③AMラジオ以外で聴く方法がわからなかったから 

④radiko で聴くことができなかったから 

⑤CATVで聴くことができなかったから 

⑥その他（→自由記述） 

 ・車のラジオ等がワイド FM非対応で聴けない 

 ・FMラジオの電波が悪い、感度が低い、雑音が入る 等 
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問 7 （問 5でやや不便ありと答えた場合）不便があった理由をお知らせください。 

【複数選択可】 

 
①FMラジオで聴くことができなかったから 

②AMラジオ以外で聴く方法がわからなかったから 

③radiko で聴くことはできたが、低音質や遅延を感じたから 

④radiko で聴くことができなかったから 

⑤CATVで聴くことができなかったから 

⑥その他（→自由記述） 

・車のラジオ等がワイドFM非対応で聴けない 

 ・FMラジオの電波が悪い、感度が低い、雑音が入る 等 

 

問 8 （問 5 であまり不便なしと答えた場合）不便がなかった理由をお知らせください。

【複数選択可】 

 
①FMラジオで聴くことができたから 

②radiko で聴くことができたから 

③ラジオを聴かないから 

④周波数が異なるAMラジオ放送で聴くことができたから 

⑤CATVで聴くことができたから 
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⑥その他（→自由記述） 

 ・アプリがあるから 等 

 

問 9 （問 5で不便なしと答えた場合）不便がなかった理由をお知らせください。 

【複数選択可】 

 
①FMラジオで聴くことができたから 

②radiko で聴くことができたから 

③ラジオを聴かないから 

④周波数が異なるAMラジオ放送で聴くことができたから 

⑤CATVで聴くことができたから 

⑥その他（→自由記述） 

 ・普段から radiko で聴くことが多かった 等 

 

問 10 このままRABラジオを FMや radiko で聴き続けますか。 
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問 11 運用休止中のRABの AMラジオ局について、このまま休止を継続した場合に支障

はありますか。 

 
 

問 12 （問 11 で支障があると答えた場合）支障がある理由をお知らせください。 

【複数選択可】 

 
①FMラジオで聴くことができないから 

②災害時やネット回線障害時にも聴くことができるAMラジオが必要だから 

③radiko で聴くことはできるが、低音質や遅延を感じるから 

④radiko で聴くことができないから 

⑤CATVで聴くことができないから 

⑥その他（→自由記述） 

 ・災害時やネット回線障害時にも聴くことができるAMラジオが必要 

 ・車のラジオ等がワイド FM非対応で聴けない 等 
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問 13 （問 11 で支障はないと答えた場合）支障がない理由を教えてください。 

【複数選択可】 

 
①FMラジオで聴くことができたから 

②radiko で聴くことができたから 

③周波数が異なるAMラジオ放送で聴くことができたから 

④ラジオを聴かないから 

⑤CATVで聴くことができたから 

 

問 14 車を保有されていますか。 
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問15 （（問14で保有ありと答えた場合）車載は従来のFM放送用の周波数（76.1～89.9MHz） 

に加えて、ワイド FM用の周波数（90.0～98.9MHz）に対応したラジオですか。 

 
 

問 16 その他、AMラジオ放送の休止に関して、放送事業者に対して要望・改善点があ 

る場合、その内容をお知らせください。【自由記述】 

 

・FMラジオの電波が悪い、感度が不安定、山間部や農作業中に聴きづらい 

・車のラジオ等がワイド FM非対応で聴けない 等 

 

 アンケート調査の結果より、「休止を知っている」が 90％を超え、広く認知いただいて

いることがわかりました。 

 AM局運用休止の継続について、「支障がある」、「支障はない」がともに約 50％でした。

「支障がある」理由の最多が（「FMで聴くことができないから」で、「支障がない」理由 

の最多が（「FMで聴くことができたから」でした。AMと FMは電波の特性の違いにより、 

受信方法が異なりますが、AMラジオと同じ様に受信できないとして不便に感じられてい 

るものと思われます。車載ラジオがワイド FMに対応していると回答した方が約半数にと 

どまっており、受信機の普及率も課題であると考えられます。 

ご意見として、FM については、車のラジオがワイド FM 非対応、電波が入りづらい場

所がある、アンテナが邪魔、ラジオ買い替えが経済的負担である。radiko については、通

信料や電池の消費を懸念するものがありました。 

青森放送の問合せ窓口への申告は、FM ラジオの受信に関するものが約半数を占めてい

ます。お問合せに対して引き続き丁寧に対応しながら、FM受信に代わる聴取方法として、

インターネットラジオ radiko の PRにも積極的に取り組んでまいります。 

アンケートでは、「このままRABラジオを FMや radiko で聴き続けますか」の質問に対

して、90％の方から「はい」とご回答をいただきました。 

2021 年 6 月、全国 47 の民放 AMラジオ局のうち 44 局が 2028 年秋までの FM 転換を

めざすと発表しました。青森放送も FM転換に向けて、2017 年から送信所の整備を進めて

きました。県内 4つの FM送信所の世帯カバー率は 96.2％に達していることから、国の制
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度に従ってAM放送の休止を継続し、そのまま廃止する方針です。 

FM は建物による電波の減衰が少ないため室内でも受信しやすく、送信所が高台に整備

されていることから、津波などの災害の影響を受けにくいのが特徴です。 

FM 転換は地域情報の担い手として、より多くの皆様により良い放送サービスを提供し

続けるための取り組みですので、ご理解いただけますよう宜しくお願い申し上げます。 

以上 


